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ハラスメント相談支援センター
プライド・オフィス



概 要

・６月は世界的な「プライド月間」

・プライド（Pride）とは、多様な
セクシュアリティへの「誇り・矜持」を
意味するとともに、その思いを同じく
する人々と一緒にパレード等の方法
で公に表明する活動を指す言葉

・本学では、例年6月に「プライド月
間」として取り組みを継続

PRESS RELEASE



背 景

・多様の性的指向および性自認を生きることは、人権の問題。

・大学は、多様な構成員がそれぞれのセクシュアリティを背景に各
自の重要なライフステージを過ごす場所。しかし、未だ県内外で
多様なセクシュアリティへの肯定的メッセージ発信や、相談対応を
明示している大学は少ない。

・誰もが安心して学び、働くことのできる学内環境を確保すること
で豊かな学術研究の発展を目指す。

・県内唯一の国立大学である本学が性の多様性尊重に向けた
メッセージを発信することで、広く沖縄県における性の多様性の
尊重に向けた地域づくりに貢献する。

PRESS RELEASE



本学におけるこれまでの取り組み

・2015年 ハラスメント相談支援センター設立
 SOGIハラスメントに関する研修を実施（2015年～）
 各学部等における対応への助言提供    
※法科大学院（法務研究科）における性の多様性の尊重宣言

 県内プライドイベント「ピンクドット沖縄」にて法科大学院とブース共同
 出展・無料相談（2017年～）

・2023年 プライド・オフィス開設
 SOGIESC（性的指向、性自認、性表現など）
を踏まえた性の多様性に関する相談窓口を整備

・2024年 ヒューマンライツセンター設立
ハラスメント・性暴力・セクシュアリティの問題に特化した人権問題に
関する、法学・心理学に基づく日本初の専門的教育研究組織の設立

PRESS RELEASE

研究教育

セクシュアリティ

相談対応



海外のロールモデルも招聘

・ハワイ州最高裁判事
サブリナ・マッケナ判事の講演
2012年12月11日、2024年3月17日
2025年2月2日
（報道：2012年12月26日 沖縄タイムス 他）

・ハワイ大学ロースクール
リンダ・クリーガー教授の講演
2016年12月10日
（報道：2016年12月14日 沖縄タイムス）

・ハワイ州最高裁判事
リサ・宜野座判事の講演
2026年3月20日
（報道：2026年4月7日 琉球新報）



国内からの注目

・日本学術会議
（2026年5月10日）

公開シンポジウム登壇
「学長が語る大学の多様性」

他大学からも注目される
取組みとして紹介



プライド月間2026の取り組み（１）
大学執行部および部局長によるメッセージ発信

（プライド・ポスターの作成・掲示）

PRESS RELEASE

大学トップ陣の
顔写真入り
啓発ポスターは
世界で唯一！



プライド月間2026の取り組み（2）
PRESS RELEASE

大学トップ陣へのセクシュアリティ研修実施

日時：2026年5月26日（火）

対象：学長、理事、副理事、学長補佐、部局長

評議員、部課長等



プライド月間2026の取り組み（3） PRESS RELEASE

プライド・カフェの開催
啓発を兼ねた情報提供・ゆんたくカフェスペースを開設（参加無料・入退室自由）

日時：2026年6月5日（金）13：30～16：00

場所：文系総合研究棟 2F 会議室A・B

対象：本学構成員（教職員・学生）はどなたでも



プライド月間2026の
取り組み（4）

学内における月間啓発

（レインボーフラッグの掲揚）

PRESS RELEASE



プライド月間2026 PRESS RELEASE

⚫ 沖縄で人材を育て、発展するために

誰もが安心して学べる、

誰もが安心して働ける大学へ
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